
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（8月 2 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　人それぞれ性格や考え方も違います。ま
た神にある計画も違っています。しかし 見
ていると他人の言葉によって左右される場
合が多いと思います。私自身もそう いうと
ころがありましたが、今は神様の計画通り
に、惑わされず自分にしか与え られていな
い使命をしっかりと果たしていこうと思っ
ています。注意しなければ ならないのが口
から出てしまった言葉です。これは口から
発せられてしまうと修 復するのはなかなか
難しいので注意しています。私自身もそん
なつもりで言った のでありませんが、人を
傷づけることもあるし、良いように受け
取ってくれずに 逆にとられてしまうことも
あります。これからも考えながら発言して
いこうと思 います。今いる職場の人も、育っ
た環境より影響を受けている部分が見えて
きま した。それゆえに様々な問題はあるけ
れども人とのつながりを大事にしていこう 
と思います。また、人に惑われずに神様の
志によって思わされた道、すなわち神 の計
画通りに歩めるようにしていきたいと思い
ます。 

ルカ8～14章  水 11金13

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　先週に引き続きルカの６つの特徴について書いていきたいと思い
ます。①普遍的な福音として福音は民族・性別・社会的地位を超えて、
異邦人・罪人・女性・子供・貧しい人・見捨てられた人など、あら
ゆる人々に届けられています。ルカの描くイエスは、これらの人々
にひときわ強い関心を寄せていることが分かります。②歴史書的性格
として人間の歴史を舞台とする神の救済史を記しています。世俗の
歴史への言及、旧約の預言がイエスにおいて成就したことの強調、
地上を歩む「人間」としてのイエスの生涯を描こうとしていること、
「今から」など神の「時」を表す語句の多用などに、ルカの歴史的関
心が表れています。③聖霊の働きの強調として降誕物語から昇天記事
に至るまで、一貫して聖霊について記しています。イエスの宣教活
動が聖霊の導きと力によるものだったと記すのもルカのみになって
います。④祈りの福音書として旧約的祈りの場面で始まり、新時代の
祈りの場面で終っています。イエスの祈りが 9 回記されるが、その
うち 7回がルカ特有の記事です。祈りに関するイエスの教えを記し、
弟子たちに祈れと勧めるイエスを描いています。⑤賛美と喜びの福音
書として賛美と喜びは特に降誕物語に顕著に表されています。神の
恵みにあずかった人々の賛美と喜びが繰り返し描かえします。結び
もまた賛美と喜びの場面です。本書はまさに「福音（喜びのおとずれ）
書」と言えます。⑥救いの福音書として中心主題は救い主イエス・キ
リストである。神が旧約において預言した救いがナザレのイエスに
おいて到来した、彼こそ約束の救い主である、とルカは告げています。
しかも約束の救い主は受難のメシヤでした。失われた者を捜して救
い出すメシヤの受難は聖書が成就するための神の必然としての「ね
ばならぬ」でありました。「救い、救い主」はマタイとマルコが用い
ない語であるのに対し、ルカは8回使用しています。

通読のツボ
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（要約者：平澤　一浩）

「夢に向かって」

　　夢に向かって
私たちは夢に向かって歩む時にさまざまな困難に合うか
もしれません。断念しそうになることもあります。しか
しその時、誰かの声を聞いて正しい道に戻らなかったり、
あきらめてしまったりするとその夢は現実になることは
ありません。しかし私たちの決断が重要です。どのよう
な道を歩んでいくとしても無駄なものは１つもありませ
ん。また夢に向かっていく時に、私たち一人で終わるも
のではなく周りに大きな影響を与えていきます。ですか
ら私たちは間違った決断をして夢をあきらめるような、
壊してしまうようなことを止めないといけないのです。
ですから私たちが間違った決断をしないための前提とし
て夢を持つ必要があるのです。この夢がなくなり見えな
くなったりすると人はほしいままに振舞うと聖書に書い
てあります。自分の欲するままに生きてしまうのです。
私たちが間違った方向へ行ってしまう時、私たちに語り
かける声を聞くことができるでしょうか。それが大事な
ことなのです。私たちの人生を振り返ったとき、教会に
来る以前を思い出すと180度方向が変わっている人もい
るかと思います。神様は私たちの人生を変えようと様々
な人を遣わしてくださいました。私たちもこれからキリ
ストに出会う人々のために何か自分にできることをして
いきたいと思うように変えられてきたと思います。その
原点はイエスの十字架であり、「わたしのことで泣いて
はいけない。むしろ自分自身と、自分の子どもたちのこ
とのために泣きなさい。（ルカ２３：２８）」と語られた
言葉なのです。私たちには教会に来るきっかけを作った
人がいるのです。また、私たちは現在どのような人と接
しているでしょうか。その人に対して教会にくるきっか
けを作っているでしょうか。その時、私たちはどのよう
な思いを持っているでしょうか。あの人はだめだ、もう
無理だと否定的な言葉を口にしていませんか。この言葉
が大事なのです。私たちの言葉によって周りで苦しんで
いる人を良くすることができるでしょうか。反対に私た
ちに問題があれば、それを解決できる人のところへいっ
て話しをするようにしなければいけません。同情される
だけの会話だけでは解決されず良くなれないのです。私
たちは「分かる～」という人と話すのではなく、「祈り
ましょう！」という人と話しをしていきましょう。そし
て元気のない人の話を聞くときも「分かる～」ではなく、
「一緒に祈ろうよ」と神様に焦点を合わせて会話をして
いきましょう。そのためにも私たちは夢を描き、進まな
くてはいけないのです。

　　自由を取り違えていませんか
創世記でアダムが最初にしたことというのは神様が造っ
た動物に名をつけることでした。名をつけることという
のは大きな意味があるのです。その名を通して夢を描く
ようにしているのです。ですから夢を描くことをしなく
なったら私たちの目的が果たされていないことになりま
す。それができていなければ、敵である悪魔に奪われて
しまっただけです。今日から取り返して夢を描いていき
ましょう。時折、夢が描けないようなことが起こるかも
しれません。教会きたのはそのような状況の時に神に創
造された姿へ戻るためなのです。
　　 ①一人で祈る場所ゲッセマネ
私たちの心は道ばたのようになっていないでしょうか。
踏み固められて芽を出すことができなくなっていないで
しょうか。このメッセージを聞いて夢を持ちたい！夢を
持っています！と思える時は道ばたのようではないと思
います。しかし夢を描くことができなくなっているので
あれば、道ばたのようになっているかもしれません。特
に踏み荒らされたと思っている人の言葉は聞くことに難
しさを感じます。私たちは今まで生きてきた中でこれが
正しい道だ、この方法で生きていくと決めてしまってい
ることがあると思います。それを持ったままではたとえ

種が蒔かれても実を出すことができないのです。神様の
しようとすることは私の決断次第で実を結ぶこともでき
るし、破壊してしまうこともあります。また隣人の働き
を邪魔することができるのも私自身です。敵である悪魔
が直接働くのではなく、私を通して働くのです。ですか
ら周りにどのような影響を与えるのか私たちはいつも神
様の共にいて良い影響を与えていかなくてはいけませ
ん。成長していく中でいばらのように妨げてくる時が
あっても神様と共にいて夢を描き、正しい決断をしてい
きましょう。そうするには（ピリピ４：４～８）私たち
は主にあっていつも喜びに満たされていましょう。また
感謝できない時にこそ主を見上げて感謝をしていきま
しょう。

　　②目に見えないことを大切に！！！
私たちはこのように聞いても目に見えることを大切にし
てしまいがちです。目に見えないものは心の問題です。
神様は形に残ることをする前に目に見えないものすなわ
ち祈ることを大切にしなさいと伝えているのです。祈り
よりも先に行動することがないようにしなければいけな
いのです。また愛すること、赦すこと、信じることも目
に見えないものです。私たちはこれが大切なのは理解し
ています。現実の世界の中で目に見えるものに囚われが
ちですが、今日、もう一度目に見えないものに心を向け
て大切にしていきましょう。日本の成長期を支えた企業
の中に創業者がお母さんのため、周りの人のために何と
かして上げたいという理由から開発していき、礎を築い
た人がいます。このように周りの人を思う気持ち＝目に
見えないものを大切にしていく必要があります。（ロー
マ９：３０～３３）ユダヤ人たちは律法を守ること＝目
に見えることにこだわってしまい、守れない人を裁いて
いたのでした。ですから心がどのような思いだったとし
ても目に見えることが大切になってしまいました。イギ
リスの首相であったグラットストーンは愛の精神、自己
犠牲の精神、真実の精神、活力という４つの方針を立て
てイギリスを治め、変革していきました。彼は信仰者と
して礼拝を重んじる敬虔な方でした。だからこそ、成し
遂げられたのです。このように目に見えないことを大切
にしていきましょう。

　　③聴くことと、あきらめないこと！
私たちはあきらめやすいタイプでしょうか。難破してし
まった船がいました。船員もいて絶体絶命の危機でした。
しかし船長が「あきらめない！絶対助かるから」と言い
続けました。そうしたら、その船から一人も犠牲者を出
すことなく助かったという話があります。その時、船長
さんは神に祈り、そして神様からも「信じろ！助かるか
ら！」と声を聴いていたそうです。だからこそ、あきら
めずに進むことができました。私たちに聴く耳がありま
すか？私たちにとって聴かなくては何もすることはでき
ません。イエス様もその公生涯の中で祈り、神の御心を
聴き、歩んでいました。十字架を前にしてもゲッセマネ
で祈っていました。先日のメッセージでも祈ることが語
られていました。私たちは祈った後、聴きましょう。そ
して実行していきましょう。私たちはどこへ向かってい
くのでしょうか。それは私たちの中に志として与えて下
さった夢に向かって進むのです。ですから今日、私たち
は夢を実現させていくために、「祈って、聴いて、実行」
していきたいと思います。
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